
【本年度の取組み内容】本府は高齢者の多剤・重複投薬が多いことから、
上記機能①及び③に着目し、取組みを実施。

かかりつけ薬剤師・薬局機能の推進について

【「患者のための薬局ビジョン」における薬剤師・薬局の機能概要】

【大阪府における今までの取組み】
機能①

機能③

機能②

機能③

健サポ
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入院医療機関と地域の薬局・薬剤師、地域の薬局薬剤師と地域の医療機
関等との情報連携により、高齢者の多剤・重複投薬について取り組んだ。

【取組み】薬薬連携を活用した多剤・重複投薬対策

薬務課医薬品流通グループ
資
料
５

（今後の課題）

関係施設の意見を基に、実際に減薬された事例について取りまとめ、府内の各
地域における継続的な取組みに繋げていく。

入院医療機関

患者Aかかりつけ
薬剤師・薬局

○○薬局

退院時
情報共有シート

減薬

患者A

減薬した理由について、
①患者に開示可能な範囲で
又は
②かかりつけ薬局がサマリー
を管理していることを記載

退院後の服薬指導に
必要な情報を詳細
に提供
（削減した理由等）

退院後、来局

継続的に服薬指導診療所

かかりつけ医

退院時
お薬手帳

・患者Aが他科受診した情報を入手できる工夫
（例えば、患者Aから連絡をもらう）
・一定期間経過後の薬の追加の有無を確認

かかりつけ薬剤師・薬局POINT


